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こ
の
時
期
、市
内
で
は

多
く
の
お
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
す
。▼
花
火
大
会
を

同
時
に
開
催
す
る
よ
う
な

大
き
な
も
の
か
ら
、字
で

代
々
守
り
継
が
れ
て
き
た

も
の
ま
で
様
々
で
す
。▼

私
は
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら

花
火
が
好
き
で
、昔
は
花

火
師
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
、

ど
ー
ん
と
遠
く
に
音
が
聞

こ
え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て

き
ま
す
。▼
今
年
は
全
国

伝
統
花
火
サ
ミ
ッ
ト
が
11

月
９
日
、水
口
町
で
開
催

さ
れ
ま
す
。８
月
の
花
火

シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
て
も

楽
し
み
が
尽
き
ま
せ
ん
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●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,563

46,429

47,134

33,318

（-65）人

（-42）人

（-23）人

（+4）世帯
H25.6.30現在　（　）内は前月比

う
　
か
い

８月の延長窓口は
６日、13日、20日、27日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市
民センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発
行等を夜の７時まで延長しています。
※ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　
　　　☎65‐0683 　65‐6338茶道を通じて日本のわびさび文化を学ぶ （フランス人留学生・関連記事はP14）茶道を通じて日本のわびさび文化を学ぶ （フランス人留学生・関連記事はP14）茶道を通じて日本のわびさび文化を学ぶ （フランス人留学生・関連記事はP14）
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　毒を持つセアカゴケグモの成体1匹が７月３日、甲南町
杉谷地先の甲南パーキングエリアで発見されました。
　市では発見現場周辺を調査しましたが他には発見されま
せんでした。
　セアカゴケグモの生息域は関西を中心に全国的に拡散し
ており、毎年発見報告があります。セアカゴケグモは攻撃
性もなく比較的おとなしいクモですが、素手でつかまえた
り、巣に触れたりすると、かまれることがあります。また
驚かすと死んだ真似をすることがありますが、素手では絶
対にさわらないでください。発見した場合は、情報を提供
いただきますようお願いします。

◆クモを駆除する場合◆
　市販の殺虫剤（ピレス
ロイド系）の噴霧や、踏
みつぶすことで駆除で
きます。また、卵（卵の
う：数百個の卵が入っ
ている袋）については、
しっかり踏みつぶすか、
焼却してください。駆
除の際、素手で触らな
いよう十分ご注意くだ
さい。

平成26年度実施分
市民協働事業提案制度の

お知らせ
～市民の皆さんとの協働により、　　

心豊かに暮らせる魅力ある
　　　　まちづくりを目指して～

　この制度は、「市と協働して事業を進めたい！」
あるいは「すでに行われている行政の事業をより良
いものにしたい！」そんな想いをお持ちの皆さんか
らの提案を受け、対等な立場に立ってともに提案
内容の実現性を高め、事業の実施に向けて力を合
わせていく仕組みとして導入するものです。
　よりよいまちづくり、魅力あるまちづくりのた
めに、アイディアいっぱいのご提案をお待ちして
います。

制度の目的
　市民活動団体の専門性や柔軟性を活かした公益
的な事業の提案を公募し、団体と市が協力し、対
等な関係で事業を実施することで、課題の効果的
な解決を目指す制度です。
提案の種類
　（１）�市民テーマ型事業：提案団体が自由なテーマ

を設定して提案する事業
　（２）�行政テーマ型事業：提案団体が市の設定した

テーマに基づき提案する事業
対象事業
　甲賀市と協働して取り組むことにより、地域課
題や社会的課題の解決が図られ、具体的な成果・効
果が期待できる事業
対象団体
　活動拠点が市内にあり、構成する会員が５人以
上で運営に関する会則等があり、適正な会計処理
が行なわれていること。
　※�行政への一方的な要望や提案団体への支援といっ

たものは不可。
事業の実施期間
　平成26年４月１日から平成27年３月31日
募集受付期間
　平成25年８月12日（月）～９月13日（金）まで
説明会の開催日時
　①８月8日（木）19時～ 20時30分
　②８月9日（金）19時～ 20時30分
　場所・甲賀市役所水口庁舎３階　第２・３会議室
※過去の事例は市ホームページに掲載しています。

セアカゴケグモ
雌は体長10～15mm
で腹部背面に目立った
赤色の斑紋がある

地域コミュニティ推進室
問い合わせ

☎65-0687／　 63-4554
ホームページ  http://www.city.koka.lg.jp/

生活環境課　環境政策係
問い合わせ

☎65-0691／　 63-4582

災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に

　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
協
定
を
締
結

　
市
で
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
、
緊
急
物
資
の
調
達
を
円

滑
に
行
う
た
め
の
協
定
を
、
次
の
４
社

と
締
結
し
ま
し
た
。

・
株
式
会
社
ア
ヤ
ハ
デ
ィ
オ

・
株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

・
株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー

民
間
企
業
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
心

強
い
支
援
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　
平
常
時
か
ら
大
量
の
備
蓄
を
確
保
し

て
お
く
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
民
間
と

の
協
定
締
結
に
よ
り
物
資
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す

が
、
各
ご
家

庭
に
お
い
て

も「
家
庭
内
備

蓄
」に
ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

セアカゴケグモ  にご注意を
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　近年、都市に暮らす人々がゆとりややすらぎを求めて、地方の農
山村での田舎暮らしや農作業体験などを通じ、自然、文化、人々と
の交流を楽しむ「グリーンツーリズム」が盛んになってきています。
　市では、活力あるまちづくりの一つとして、この「グリーンツー
リズム」を含む都市農村交流事業を積極的に推進し、地域の活性化
を図ります。　

田
舎
体
験
を
本
格
化

　

今
年
度
か
ら「
忍
者
の
里
こ
う
か
で

田
舎
体
験
」と
銘
う
ち
、
教
育
旅
行（
野

外
活
動
・
修
学
旅
行
）と
し
て
神
戸
市
か

ら
４
校
、
神
奈
川
県
海
老
名
市
か
ら
２

校
の
中
学
生
合
わ
せ
て
１
，
０
１
８
名

を
、
延
べ
２
８
３
軒
の
ご
家
庭
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
受
け
入
れ（
民
泊
）さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
田
舎
体
験
を
満
喫
し
た
生
徒
や
受
入

家
庭
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
計
画

　
来
年
度
も
す
で
に
予
約
が
入
っ
て
お

り
、
今
後
も
中
学
生
の
修
学
旅
行
な
ど

を
中
心
に
受
け
入
れ
人
数
を
増
や
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
の
受
け
入
れ
は
５
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
の
春
先
に
集
中
し
ま

し
た
が
、
今
後
は
秋
の
受
け
入
れ
を
行

う
な
ど
、
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

受
入
家
庭
は

　
　
常
時
募
集
中

　
今
後
の
事
業
に
備
え
、
ご
協
力
い
た

だ
け
る
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
要
件
は
下
記
の
と
お
り
で
す

甲
賀
市
都
市
農
村
交
流
推
進
協
議
会

                     

（
農
業
振
興
課
内
）
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問
い
合
わ
せ

応募の要件
・３～４名を泊めていただけ
る部屋があること
・受入事前研修会（説明会）に
参加できること
※・�受入家庭登録は１年毎の更

新となります。
　・�興味をお持ちいただいた方

は、下記までお気軽にお問
い合わせください。

甲賀市都市農村交流事業

・�毎日夫婦二人だけの生活で、中学生の
交流などした事がなかったが、夕食後
に星を見たり、カエルを見に行ったり、
食事の準備も一緒に行い、楽しい時間
を過ごせた。短い時間しか過ごしてい
ないのに、別れの握手をした時は、胸
がジーンとして涙が出そうになりまし
た。（受け入れ家庭）

・�昼食時に生徒が「この家に泊まれて良
かった」と突然話をしてきたことに家
族全員がびっくりして感動した。また、
我が家のおじいちゃんが「若い子と接

して元気をたくさんもらった」と喜んで
くれたことが良かった。（受け入れ家庭）

・�お茶をつんで、焼いて、それからお茶
ができあがっていくところがとても興
味深い体験でした。自分たちで作った
お茶はすごくおいしかったです。（生徒）

・�虫にさされたと言ったら、すぐに薬をぬっ
てくれたおばあちゃん、優しい声で名前
をよんでくれたおじいちゃん、そんなお
二人と過ごす時間が私にとって本当にか
けがえのないものとなりました。（生徒）

「忍者の里こうかで
　　　　　　田舎体験」

受け入れ家庭生徒の声

▲今年訪れた皆さん

▲甲賀市で作った貴重な思い出

▲中嶋市長と事業所の皆さん

平成25年8月1日 22013.8.13 　　　　2013.8.1 平成25年8月1日



耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
と

防
災
ベ
ッ
ド
の
設
置
費
用
を
補
助

［
補
助
の
対
象
］

○�

昭
和
56
年（
１
９
８
１
年
）５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
、
完
成
し
て
い
る
市
内

の
木
造
住
宅

○�

住
宅
の
耐
震
診
断
に
よ
る
上
部
構
造
評

点
が
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ

る
０
．
７
未
満
で
あ
る
こ
と

○�

甲
賀
市
木
造
住
宅
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
等
事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
も
の

［
補
助
の
内
容
］

○
補
助
金
額　
30
万
円
／
戸
を
限
度

○�

補
助
対
象
経
費　
住
宅
内
に
設
置
す
る

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
等
の

本
体
及
び
設
置
に
要
す
る
経
費

［
申
し
込
み
］

○�

契
約
及
び
設
置
を
す
る
前
に
申
請
な
ど
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○�

12
月
末
締
切
り（
年
度
内
に
完
了
で
き
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
）

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

　
市
で
は
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
の
設
置
の
た
め
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
６
千
人
を
超
え
る
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
８
割
は
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
圧
死
や
窒
息
死
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
住
宅
の
耐
震
補
強
等
改
修
が
最
善
の
方
法
で
す
が
、
工
事

費
用
が
多
く
か
か
る
た
め
、
ま
ず
は
安
全
な
空
間
を
比
較
的
安
価
に
確
保
で
き
る
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
が
有
効
で
す
。
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防災ベッド

気象庁が８月30日より
 『特別警報』
　��の運用を開始

　気象庁は、これまで大雨や津波、高潮などにより
重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表
して警戒を呼びかけていましたが、より甚だしい大
雨等が予想され、重大な災害による危険性が高まっ
ていることをお知らせし、特別な警戒を呼び掛ける
ために、新たに「特別警報」を発表します。
　特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」、我
が国の観測史上最高の潮位を記録した「伊勢湾台風」
の高潮、紀伊半島に甚大な被害をもたらした「平成
23年台風第12号」の豪雨等が該当します。
　特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に
一度しかないような非常に危険な状況です。屋外の
状況や、避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を

特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

守るための行動をとってください。
　また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発
表される注意報、警報やその他の気象情報を活用し
て、早め早めの行動をとることがあなたや家族の命
を守ります。
　市域に特別警報が発表された場合には、音声放送
端末機等を通じて住民の皆さんに緊急情報として伝
達するとともに、市として最大限の警戒態勢を敷い
て災害に備えます。

警報基準を
はるかに超える豪雨時など

気象庁彦根地方気象台防災業務課

危機管理課
　　☎65-0665　　63-4619

問い合わせ

☎0749-22-6142

市長

ぐるっ
　トーク

６/26
宮地区自治振興会
� （柑子、下野川、上野川、下馬杉、上馬杉）

　宮地区自治振興会では、主な取り組み事業、地域の課
題でもあるサル追い払い隊の活動、子育て支援や空き家
対策などのお話をお伺いし、意見を交わしました。特に
獣害の被害は深刻で、かぼちゃの作付けをする農家がい
なくなるとのことで、集落を越えて広い範囲での対策の
必要性を感じました。
　会場には、昔の写真や地域で使われていた古い農機具、
暮らしの道具類が展示されていました。同会では、こう
した古い記録を「宮のお宝」として保存活動に取り組まれ
ています。

7/6

雲井自治振興会
� （宮町、黄瀬、牧、勅旨、丸岡）

　この日は、自治振興会事業内容や、高齢者の通院や買
い物支援、河川の安全対策などの課題について実際の声
をお聞きしました。市からは他自治振興会の取組など、
行政が持つ情報を積極的に提供させていただきました。
　その後、雲井駅で催されていた「七夕竹宵の夕べ」に参
加しました。駅を中心に人が集う、特色ある風景づくり
をテーマに実施された今年初の企画です。　　
　駅前広場を、地域の皆さんに持ち寄っていただいた「竹
灯ろう」の明かりが幻想的な雰囲気を醸し出す中、多くの
皆さんとお話しさせていただきました。

「市長ぐるっトーク」でいただいた貴重なご意見をもとに、市政を進め
ていきたいと思います。

広報課　広報広聴係
問い合わせ

☎65-0675／　 63-4619

　「市長ぐるっトーク」は、市民の皆さんから直接お話を

伺い、皆さんの視点や意見、発想を生かした市政を推進

することを目的に平成17年度から実施しています。

　今回は、６月26日の宮地区自治振興会、７月６日の

雲井自治振興会を訪問した時の様子をお伝えします。

▲和やかな雰囲気で意見交換

▲保存活動により集められた「宮のお宝」

▲車座で地域の皆さんと

▲雲井駅を幻想的な雰囲気で包む「竹灯ろう」
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対象: 40歳以上で甲賀市に住民登録の
ある方（子宮頸がんのみ30歳以上）

1.�胃がん・肺がん・子宮頸がん・乳がん
検診を申し込まれる方
　�　右記日程を確認して、検診申し込み
受付専用ダイヤルへお電話ください。

　電話 : 0120-614-515
　　　　　　　　　　　　　　（無料）
　受付日程 : 8月19日（月）から
　　　　　　８月23日（金）
　　　　　午前9時から午後5時
　　

2.大腸がん検診を申し込まれる方
　�　右記日程を確認して、容器を受け
取りに来所ください。

　（クーポンのある方はお持ちください）

※�集団検診の受付は、これまで各保
健センターや健康推進課で受けて
おりましたが、今回は、コールセン
ターにて一括してお受けすることに
なりました。これに伴い、大腸がん
検診以外の各保健センターでの来
所受付及び健康推進課への電話受
付はなくなりますので、ご注意く
ださい。なお、お問い合わせはこれ
まで通りお申し出ください。

がん検診実施日程（時間帯記載箇所で実施）
会場 実施日 胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん 子宮がん

水　
　
口

保
健
セ
ン
タ
ー

9月10日（火） 9:00 ～ 19:00
9月11日（水） 9:00 ～ 17:00
9月21日（土） 午前 午前 9:00 ～ 10:30 午後 午後
10月��8日（火） 午前 午前 9:00 ～ 10:30
10月29日（火） 午後 午後
10月30日（水） 午前 午前 9:00 ～ 10:30 午後 午後
10月31日（木） 午後
11月12日（火） 午後 午後
11月22日（金） 午後
12月��5日（木） 午後

土
山

保
健

セ
ン
タ
ー 　9月��3日（火） 9:00 ～ 19:00
開
発

セ
ン
タ
ー 　9月24日（火） 午前 午前 9:00 ～ 10:30 午後 午後

甲　
賀

保
健
セ
ン
タ
ー

9月12日（木） 9:00 ～ 19:00
9月18日（水） 午前 午前 9:00 ～ 10:30 午後 午後
9月19日（木） 午前 午前 9:00 ～ 10:30
9月20日（金） 午前 午前 9:00 ～ 10:30
11月14日（木） 午後 午後
11月21日（木） 午後

甲　
　
南

保
健
セ
ン
タ
ー

9月��5日（木） 9:00 ～ 19:00
9月��6日（金） 9:00 ～ 17:00
9月30日（月） 午前 午前 9:00 ～ 10:30
10月��1日（火） 午前 午前 9:00 ～ 10:30 午後 午後
10月��2日（水） 午前 午前 9:00 ～ 10:30 午後 午後
10月23日（水） 午前 午前 9:00 ～ 10:30
11月13日（水） 午後 午後
11月20日（水） 午後

信　
楽

保
健

セ
ン
タ
ー 9月��4日（水） 9:00 ～ 19:00
開
発
セ
ン
タ
ー

9月17日（火） 午前 午前 9:00 ～ 10:30 午後 午後
9月27日（金） 午前 午前 9:00 ～ 10:30
11月��6日（水） 午後 午後

後期集団がん検診
　　　申し込み受付開始

※�集団検診は過去の病歴や現在の症状・状況によって受診できない場合があります。
詳細は、検診（健診）カレンダーに書いてありますので、ご確認ください。

健康推進課　健康増進係
問い合わせ

☎65-0737／　 63-4591

庁舎整備の設計者決まる
　「甲賀市役所庁舎整備基本設計業務プロポーザル」について、７月13日（土）に公開プレゼンテーションと
ヒアリングによる第２次審査を行い、技術提案をいただきました６者のうちから次の２者が優秀者及び次
点者に選定されました。

　≪優秀者≫　株式会社　梓設計　大阪支社
　≪次点者≫　株式会社　安井建築設計事務所

　今後は、優秀者を設計者として、市民の皆さんの
ご意見などをお聞きしながら、基本設計を進めて行
きたいと考えております。
　具体的な設計案などは、順次広報やホームページ
などでお知らせしていきます。

庁舎整備室
問い合わせ

☎65-0661／　 63-4561
ホームページ　http://www.city.koka.lg.jp

　し尿くみとり収集業者のお盆休みは、以下のとおりとなります。お盆まで
に汲取りを希望される方は、下記申込期限までに各収集業者まで連絡をお願
いします。
　また、粗大ごみの回収につきましても、収集業者がお休みとなりますので、
ご注意下さい。

お盆休みのし尿くみとりのお知らせ

業者
お盆までの

臨時
申込期限日

お盆休み くみとり作業地域 粗大ごみ 
回収地域

水口テクノス
（☎0748-62-1959）

8/8（木）
8/10（土）
から

8/13（火）
まで

水口町 全域

水口町
信楽町信楽町

長野

北新町　北出町　問屋町　陶生町　広芝町　東二本丸町

上二本丸町　新二本丸町　みのりが丘町　大窯町　福島町　辻町

中町　馬場町　本町　中出町　元町　末広町

焼屋町　旭町　ハイランド町　つくしが丘町

江田 神山　田代　畑

日映日野
（☎0748-53-3941）

8/9（金）
8/14（水）
・

8/15（木）

土山町 大野学区
甲南町
甲賀町

甲賀町 相模、大原市場を除く大原学区　　油日学区　佐山学区

甲南町 全域

ヒロセ
（☎0748-52-0943）

8/9（金）
8/14（水）
・

8/15（木）

土山町 鮎河学区　山内学区　土山学区

土山町
甲賀町 相模　大原市場

信楽町
長野 愛宕町　材木町　大正町　新町　松尾町　南松尾町　栄町

小原地区　多羅尾地区　雲井地区　朝宮地区

問い合わせ

☎65-0690
　 63-4582

生活環境課　廃棄物対策係

第
２
回
滋
賀
県
警
察
官
採
用
試
験

●
試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員
　

・
男
性
Ａ
…
15
人
程
度�

・
女
性
Ａ
…
３
人
程
度

・
男
性
Ｂ
…
14
人
程
度�

・
女
性
Ｂ
…
３
人
程
度

【
Ａ
区
分
】※
大
卒
程
度　
【
Ｂ
区
分
】※
高
卒
程
度

●
受
付
期
間

　
８
月
１
日（
木
）か
ら
31
日（
土
）ま
で

　
※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
は
８
月
28
日（
水
）

17
時
ま
で

●
第
一
次
試
験
日

　
・
９
月
22
日（
日
）�

※
採
用
予
定
日：平
成
26
年
４
月
１
日

問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
警
察
本
部

　警
務
課
採
用
係

〒
５
２
０-

８
５
０
１ 

大
津
市
打
出
浜
１
番
10
号

　
０
１
２
０-

２
０
４-

３
１
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://www.pref.shiga.lg.jp/police/▲多様な提案のあったプレゼンテーション

応
募
締
切　
８
月
31
日（
土
）（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
資
格　
県
内
に
在
住
、
通
勤
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
県
内
の
文
学
団
体
に
所
属
し
て
い

る
方
。
た
だ
し
、
小・中
学
生
は
除
き
ま
す
。

応
募
部
門　
小
説
、
随
筆
、
童
話
、
詩
、
作
詞
、
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
、
冠
句
、
情
歌

　
「
募
集
要
項
」、「
参
加
申
込
書
」は
、（
公
財
）滋
賀

県
文
化
振
興
事
業
団
、
滋
賀
県
文
化
振
興
課
、
市
教

育
委
員
会
、公
民
館
等
に
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。 第

63
回
滋
賀
県
文
学
祭
作
品
募
集

http://w
w
w
.shiga‐

bunshin.or.jp

滋
賀
文
学
会　
　☎
0
7
4
9
｜

5
5
｜

0
9
9
4

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

（
公
財
）滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団（
滋
賀
会
館
3
F
）

  

　
　
　
　
　
　
　
　

　☎
0
7
7
｜

5
2
2
｜

6
2
6
8
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地域市
民セン

ター

西東
北南

西東
北南

西東
北南

　

今
年
秋
、「
あ
や
の
わ
い
わ
い

フ
ェ
ス
タ
25
」が
綾
野
自
治
振
興
会

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
は「
ふ
れ
あ
い
広
場
」と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
の
み
の
行
事
で
し
た

が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
住
民
の
皆

さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
る
よ

う
、
総
合
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
体
力
測
定
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
大
道
芸
、
ま
た
屋
内
ス
テ
ー

ジ
で
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
綾
野
学
区
以
外
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

是
非
、
ご
家
族
、
お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時：９
月
29
日（
日
）

場
所：水
口
体
育
館
及
び
水
口
中
央
公
民
館

時
間：９
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

綾
野
自
治
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

①
区
長
部
会

　
毎
年
３
月
、
戦
没
者
の
追
悼
と
恒
久
平

和
を
祈
念
し
て「
戦
没
者
追
悼
式
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

②
福
祉
部
会

　
学
区
内
の
対
象
者
が
一
堂
に
会
し「
敬
老

祝
賀
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

③
体
育
部
会

　
学
区
内
の
児
童
・
生
徒
・
住
民
を
対
象
に

「
朝
宮
学
区
体
育
大
会
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。 取

り
組
み
内
容

朝宮自治振興会
●自治振興会の活動内容を紹介しています●

輪
朝宮地域は市の西端に位置し、大津市や京都府と接しており、西側から宮尻・下朝宮・上朝宮の３つの区によって成っています。

朝宮自治振興会は、平成２３年６月に旧朝宮地区社協を解散し、新たにスタートしました。
活動内容や役員構成は地区社協の方針を継承しています。しかし、設立３年目を迎え、活動内容や組織の見直しが課題になっています。

No.24

④
文
化
部
会

　
毎
年
11
月
22
日
・
23
日
に
、
茶
ま
つ
り
と

合
同
の「
朝
宮
フ
ェ
ス
タ
」と
し
て
、
文
化

祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　
朝
宮
自
治
振
興
会
は
設
立
３
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
設
立
当
初
は
地
区
社
協
の
代
替
え
組
織

と
し
て
当
地
域
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

地
区
社
協
そ
の
も
の
が
行
事
中
心
と
い
う

問
題
点
を
抱
え
て
い
て
、
組
織
の
硬
直
化

が
問
わ
れ
て
い
る
中
で
の
移
行
で
し
た
。

　
自
治
振
興
会
も
設
立
当
時
、
問
題
点
を

指
摘
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
朝
宮

の
現
状
の
組
織
構
成
で
は
受
け
入
れ
が
た

い
よ
う
で
し
た
。

　
日
本
中
が
世
界
で
も
類
の
な
い
超
高
齢

化
社
会
に
直
面
す
る
中
で
、
朝
宮
の
住
民

の
高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
10
～
30
年
後
に
は
超
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
事
に
対
す
る
危
機
感
が
あ

り
ま
す
。

　
政
治
や
行
政
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題

で
は
な
く
、
地
域
住
民
が
自
ら
積
極
的
に

行
動
し
て
住
民
が
今
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
目
を
そ
ら
す
こ
と
な
く
、
地
域
を
挙
げ

て
の
対
応
が
急
務
で
す
。

　
日
常
の
些
細
な
出
来
事
や
地
域
の
中
で

し
か
出
来
な
い
こ
と
、
四
季
折
々
の
風
、

空
気
、
か
お
り
、
に
お
い
を
感
じ
る
朝
宮

の
住
民
自
身
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
情
報
が
洪
水
の
ご
と
く
氾
濫
し
て
い
ま

す
。
積
極
的
な
住
民
の
意
見
を
聞
き
発
信

す
る
朝
宮
発
の
情
報
誌
を
つ
く
り
ま
す
。

　
女
性
の
視
線
で
の
広
報
委
員
会
が
、
今

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
自
治
振
興
会
の
今
の
課
題
探
し
が
地
域

住
民
で
共
有
で
き
れ
ば
一
歩
前
進
で
す
。

　

例
と
し
て
、
ご
意
見
募
集
コ
ー
ナ
ー
、

写
真
の
部
、
ツ
ィ
ッ
タ
ー
の
部
、
人
物
紹

介
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
自
治
振
興
会
か
ら
の
お
知
ら

せ
コ
ー
ナ
ー
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

朝
宮
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

8
4
｜

8
9
1
1

8
4
｜

8
9
1
2

問
い
合
わ
せ

▲楽しい出し物も

▲朝宮自慢の茶のまつりと文化祭

▲3月に開かれる戦没者追悼式

▲区民交流の場

七
夕
飾
り
を
持
ち
寄
っ
て

　

   　

  

皆
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

●
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
恒
例
の
七
夕
ま
つ

り
が
7
月
7
日
、
矢
川
神
社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
隣
の
保
育
園
や
福
祉
施
設
な
ど
か
ら
短
冊
に
願
い
ご
と

が
書
か
れ
た
七
夕
飾
り
約
６
０
０
本
が
飾
ら
れ
、お
祭
り
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
多
く
の
屋
台
が
立
ち
並
ぶ
会
場
で
は
、
甲
南
第
一
自
治
振

興
会
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
も
行
わ
れ
盛
況
で
し
た
。
ま

た
、
人
気
者
の
に
ん
じ
ゃ
え
も

ん
が
登
場
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
十
二
坊

太
鼓
の
勇
ま
し
い
音
が
響
く

中
、
甲
賀
手
筒
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
大
人
も
子
ど
も
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

元気に体育会
●信楽地域市民センター

　
信
楽
学
区
自
治
振
興
会・神
山
江
田
分
会
主
催
の
歩
こ
う
会
と
体
育
会
が
６

月
16
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
集
合
場
所
か
ら
歩
こ
う
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
信
楽
運
動
公
園
を
目
指
し

ま
し
た
。
そ
し
て
到
着
後
は
、
体
育
会
で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
玉
入
れ
な

ど
誰
で
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
昼
食
時
に
は
、
江
田
健
康
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が
高
血
圧
予
防
の
た

め
の「
減
塩
み
そ
汁
」を
振
舞
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
ご

自
分
の
健
康
意
識
が
高
ま
る
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

今年も始まりました
●大野地域市民センター

　
大
野
地
域
自
治
振
興
会
教
育
・
文
化
部
会
と
大
野
公
民
館
と
の
共
催
で
、

７
月
よ
り「
文
化
活
動
自
主
教
室
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
教
室
は
、
山
野
草・生
け
花・ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー・茶
道
な
ど
で
す
。

教
室
は
、
昨
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
皆
さ
ん
に
好
評
で
あ
っ
た
の
で
、

今
年
度
も
引
き
続
き
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
の
木
曜
日
に「
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」を
４
回
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
涼
し
い
部
屋
で
夏
休
み
の
宿
題
な
ど
自
分
が
勉
強

し
た
い
こ
と
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
仲
間
が
集
ま
っ
て
と
も
に
頑
張
る
場
所
が
あ
る
こ
と
で
、
宿
題
も
サ
ク
サ

ク
と
出
来
上
が
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
秋「
あ
や
の
わ
い
わ
い

　
　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
タ
25
」開
催

●
綾
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

http://ayano-m
zk.com

/

▲境内に飾られた七夕飾り

▲盛り上がった玉入れ

▲山野草教室の様子

▲昨年開催の様子
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ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
元
気
を
与
え
る 「
あ
っ
た
か
レ
タ
ー
」

　
地
域
の
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
の
孤
立
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
昨
今
。
こ
う
い
っ
た
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
ふ
み（
手
紙
）を
通
し
て
、
心
に
潤
い
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る「
ふ
み
グ
ル
ー
プ
」さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ふ
み
グ
ル
ー
プ
」さ
ん
は
、
平

成
８
年
に
発
足
し
、
現
在
会
員
数

６
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
土
山
町
の
75
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

（
１
１
７
名
）に
毎
月「
あ
っ
た
か

レ
タ
ー
」と
称
し
た
手
紙
を
作
成

す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
手
紙
は
、

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
届

け
ら
れ
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
は
自
分
の
書
い
た
手
紙
が

誰
に
届
く
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
誰
に
届
い
て
も
良
い

よ
う
に
、
失
礼
の
な
い
よ
う
心
を

込
め
て
作
成
し
ま
す
。
文
章
だ
け

で
な
く
、
挿
絵
な
ど
も
描
い
て
、

受
け
取
る
人
が
楽
し
め
、
ほ
っ
と

す
る
よ
う
な
手
作
り
の「
あ
っ
た

か
レ
タ
ー
」が
作
ら
れ
ま
す
。

　

作
成
さ
れ
た
手
紙
は
、
民
生
委

員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
お
住
ま
い
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

�

ふ
み
グ
ル
ー
プ
さ
ん
　

　

私
た
ち
に
は
、
力
仕
事
は
難
し
い
で
す

し
、
余
り
多
く
の
時
間
を
活
動
に
割
く
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
家
の
中
で
マ
イ
ペ
ー

ス
に
で
き
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
ど
の
よ
う
な
手
紙
に
し
ょ
う
か

と
思
い
を
め
ぐ
ら
す
の
が
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
。

�

　
　
民
生
委
員
さ
ん
　

　

各
お
宅
に
は
月
に
1
回
訪
問
し
て
い
る

の
で
す
が
、
ふ
み
グ
ル
ー
プ
さ
ん
か
ら
預

か
っ
た
手
紙
を
届
け
る
と
非
常
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
、話
が
弾
み
ま
す
。
な
に
よ
り
も
、

喜
ん
で
お
ら
れ
る
顔
を
見
る
こ
と
が
嬉
し

い
で
す
ね
。

　
　

�

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
さ
ん
　

　
毎
月
心
あ
た
た
ま
る
手
紙
を
届
け
て
い

た
だ
く
と
元
気
が
出
て
、
地
域
に
守
ら
れ

て
い
る
と
い
う
思
い
に
ほ
っ
と
し
ま
す
。

　

毎
月
と
て
も
待
ち
遠
し
く
、
届
い
た
手

紙
を
綴
じ
た
フ
ァ
イ
ル
を
時
折
読
み
返
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ふ
み
グ
ル
ー
プ
」代
表
の
東
さ
ん
は

「
地
味
な
活
動
で
す
が
、
相
手
を
尊
重

し
な
が
ら
継
続
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
も
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
元
気
を

与
え
る
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
、
話
さ
れ
ま
す
。

　

ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
会
員
同
士
の

親
睦
を
図
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
る

「
ふ
み
グ
ル
ー
プ
」さ
ん
に
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

甲
賀
湖
南
の

　�

慈
善
活
動
で
活
躍

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
甲
賀
主
催
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
5
月
24
日
、
蒲
生
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
で
行
わ
れ
、
甲
賀
湖
南
の
福
祉
施
設
で

役
立
て
て
ほ
し
い
と
両
市
に
10
万
円
ず
つ
の
浄
財

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
は
、
約
90
年
前
に
ア
メ

リ
カ
で
始
ま
り
、
女
性
と
女
児
の
地
位
や
人
権
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
世
界
各
地
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
国
際
組
織
で
す
。

　
同
団
体
は
、
こ
の
組
織
の
甲
賀
湖
南
地
域
支
部

と
し
て
積
極
的
に
慈
善
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、

先
述
の
浄
財
は
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
開
催
や
、
福
祉
施
設
に

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
届
け
る
な
ど
様
々
な
奉
仕

事
業
を
通
し
て
、
地
域
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

▲野田会長より浄財目録を受け取った中嶋市長

現
在
こ
の
６
人
の
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

東あ
ず
ま

　
　
善よ
し

子こ

さ
ん（
代
表
）

青あ
お

木き　
妙た

え
子こ

さ
ん

松ま
つ
井い　
和か

ず
子こ

さ
ん

青あ
お

木き

ふ
み
子
さ
ん

間ま

宮み
や　

晴は
る

美み

さ
ん

田た

中な
か　

悦え
つ
子こ

さ
ん

奥
おく

邨
むら

　和
かず

子
こ

こうかまちかど
特派員

阿山ふるさとの森公園☆Star Festa 2013☆親子でわいわい星まつり

～アウトドアで夏を楽しもう～～とっておきの夏の夜…星座たちもうかれだす…

　阿山ふるさとの森公園は5万㎡の敷地の中に、広
い芝生広場があり、野外ステージやアウトドア施
設、研修施設がある総合施設です。
　また、アウトドア施設には、コテージやログハ
ウス、テント用スペースがあり、キャンプ用具の
貸し出し・販売などもしていますので初心者でも快
適に過ごしていただけます。

【と こ ろ】　伊賀市川合3376-12
【アクセス】　�お車をご利用の場合:名阪国道壬生野

ICから北へ約6分
　　　　　　新名神甲南ICから南へ約13分

伊賀市産業振興部観光戦略課
問い合わせ

０５９５-２２-９６７０
阿山ふるさとの森公園管理事務所

０５９５-４３-0035

　鈴鹿山麓中腹に位置する自然豊かな坂下地区は、
光害が少なく晴れた日には天の川がよく見え、美
しい星空が広がります。毎年、夏休みに開催され
る「親子でわいわい星まつり」で夏の夜を楽しんで
みませんか。

と　き　８月10日（土）午後７時～９時
　　　　※雨天決行（一部内容を変更）
ところ　鈴鹿馬子唄会館・鈴鹿峠自然の家天文台　
　　　　「童夢」（亀山市関町沓掛234）
内　容　�☆夏の星空観察会　☆星まつりコンサート
　　　　�☆ペットキャンドルの夕べ＆音楽と映像

ショー　☆天体写真・星景写真展示
　　　　☆キャンドル絵デザインコンテスト作品展示�など
参加費　無料

坂下星見の会
問い合わせ

（瀧本）☎090-7916-9907
教育委員会生涯学習室 ☎0595-84-5057

※当日のみ　☎090-5114-1670

▲「ふみグループ」さんの心のこもったお手紙

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会 

土
山
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
6
６
｜
2
0
0
1

▲敷地内に建ち並ぶコテージ

▲ペットキャンドルの夕べ
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「
マ
マ
も
0
歳
・
パ
パ
も
0
歳

お
は
な
し
＆

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

　
『
マ
マ
も
０
歳
・
パ
パ
も
０
歳　
お
は
な
し
＆
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
』は
、
こ
れ
か
ら

マ
マ
･
パ
パ
に
な
ろ
う
と
す
る
プ
レ
マ
マ
さ
ん
・
プ
レ
パ
パ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
子
育
て

を
始
め
る
新
米
マ
マ
さ
ん・新
米
パ
パ
さ
ん
た
ち
に
お
く
る
素
敵
な
講
座
で
す
。

　
お
は
な
し
や
音
楽
、
絵
本
に
出
会
い
、
楽
し
く
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「鉄分足りていますか？」
～平成21年度滋賀の健康・栄養マップ調査結果より～

　鉄は、肺からとり入れた酸素を全身に運ぶ役
割をしています。鉄が不足すると疲労感や息切
れなどの症状も現れ、貧血になります。
　調査の結果、市では特に10代までの男女の
鉄分が不足している傾向がみられました。

鉄分をとるためには
　鉄は体内でつくられないため、食事による補給が不可欠です。食品中に含まれる鉄分には、体への吸収率が高い
鉄（ヘム鉄）と、吸収率が低い鉄（非ヘム鉄）の２種類があります。吸収率が低い鉄（非ヘム鉄）もビタミンＣや動物性
タンパク質と組み合わせてとることで、鉄分の吸収を高めることができます。

食生活で鉄をとるポイント
①毎日の食事で鉄分を補給しましょう
　�　主菜や副菜に鉄分が豊富な食材を利用した料理をとり
入れましょう。

②ゆっくりかんで食べましょう
　�　食事はゆっくりかんで、鉄の吸収を高めてくれる胃酸
を分泌させましょう。

③過激なダイエットは禁物
　�　極端に栄養が偏ったダイエットは避け、体に必要な鉄
分が不足しないようにしましょう。

鉄の吸収率が高い食品
●�豚、鶏、牛などの赤身の
肉類
●�まぐろ、かつお、いわし
などの魚類

鉄の吸収率が低い食品
●大豆製品
●�ひじき、のりなど
の海藻類
●�ほうれん草などの
緑黄色野菜

ビタミンＣを多く含む食品

動物性たんぱく質を多く含む食品

（野菜、果物、いも類など）

(肉、魚、卵など）

＋

＋

第１回甲賀市セーフコミュニティ外傷サーベイランス委員会開催

7

　あいこうか市民ホール内で７月４日、第１回
甲賀市セーフコミュニティ外傷サーベイランス
委員会を開催しました。サーベイランスとは、
状況や問題等を監視していくしくみを意味し、
セーフコミュニティでは、この委員会に次の役
割を担っていただきます。

①�事故やけがの発生状況等に関するデータ収集
や分析

②�セーフコミュニティ活動および事故やけがの発
生状況を継続的に監視していくしくみの構築
③検証や評価をするための指標（ものさし）づくり

　委員会のメンバーは、安全や健康の分野に携
わる専門の方々にお願いし、委員互選により、
委員長は甲賀広域行政組合消防本部�消防長に、
副委員長は滋賀県甲賀健康福祉事務所�所長に決
まりました。
　初の会議である今回は、公式セーフコミュニ

ティ認証審査員である（社）日本セーフコミュニ
ティ推進機構�代表理事�白石陽子氏より、外傷
サーベイランス委員会の役割を解説していただ
きました。
　また、さまざまな甲賀市の安全課題のうち、
セーフコミュニティ活動として優先的に取り組
むべきテーマについて委員の皆さんに検討して
いただきました。そこで挙がったテーマは、「自
殺予防」・「高齢者の安全」・「子どもの安全」・「交
通安全」等です。今回の会議から、テーマの絞
り込みをしていただきましたので、甲賀市の次
のステップは、テーマの正式決定と、テーマを
実践していくしくみの整備です。これからいよ
いよ本格的な活動が始まります。市民の皆様の
ご協力をよろしくお願いします。

第
一
回

「
子
育
て
を
楽
し
も
う
！ 

　
　
～
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
の
極
意
～
」

　
　
日
時：９
月
７
日（
土
）

　
　
　
　

�

10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　
　
場
所：甲
賀
図
書
情
報
館

　
　
定
員：30
組

　
　
内
容：�パ
パ
ぢ
か
ら
検
定
・
親
の
う
れ
し

た
の
し
体
験　
ほ
か

第
二
回

「
わ
ら
べ
う
た
と
小
さ
な
音
た
ち
」

　
　
日
時：10
月
26
日（
土
）

　
　
　

�

10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　
　
場
所：甲
南
図
書
交
流
館

　
　
定
員：20
組

　
　
内
容：���わ
ら
べ
う
た・ラ
イ
ア
ー
演
奏

　
　
　
　

��

ほ
か

第
三
回

　
「
音
楽
を
あ
な
た
の
心
に
…

　
　
　
　
　
絵
本
と
と
も
に
」

　
　
日
時：12
月
7
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　
　
場
所：甲
賀
図
書
情
報
館

　
　
定
員：30
組

　
　
内
容：�絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
キ
ー
ボ
ー

ド
演
奏　
ほ
か

こ
ど
も
未
来
課 

指
導
振
興
係

8
6
｜

8
1
7
1

問
い
合
わ
せ

THE TANUKI －たぬき・狸・タヌキ－
ここが

みどこ
ろ

▼
受
付：10
時
10
分
か
ら
10
時
25
分

▼
対
象
：
妊
産
婦
と
そ
の
家
族
・
０
歳
児
赤

ち
ゃ
ん
の
マ
マ・パ
パ

▼
い
ず
れ
も
入
場
無
料・要
予
約（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
は
電
話
に
て（
８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分（
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
））

共
通
事
項

第２回 2

140体のオリジナルタヌキを創りだした140人の作り手
　120センチの原型をもとにオリジナルタヌキを制作
し、まちなか各所に展示する企画「THE�TANUKI‐たぬ
き・狸・タヌキ‐」では、信楽在住の陶芸作家を中心に、
そのほか学生や陶芸を学ぶ一般の方など様々な制作者
140人以上が参加しています。

◆信楽高校
　信楽高校では、デザイン科とセラミック科の3年生
28人が、実習の中で約2か月かけて5体を制作しまし
た。デザイン科がタヌキ
のデザインと仕上げの色
塗りを担当し、セラミッ
ク科が原型の作成と造形
を担当陶芸作家の方々に
負けないよう若い感性で
取り組み、カラフルなタ
ヌキを完成させました。

◆Linda�Nur�Mastuti（リンダ�ヌール�マストゥトィ）さん
　信楽の「タヌキの置物」にインドネシアの伝統衣装を組
み合わせたらおもしろいと思って制作しました。
　初めて使う機械など難しいところもあったのですが、
制作現場では友人と一緒に制作し、また他の方たちとも
コミュニケーションを楽しむ
ことができました。
　「THE�TANUKI」を通して
信楽のまちや信楽焼、陶芸そ
のものに興味を持ってほしい
です。

　10月1日から20日にわたって行われる第2回まちなか芸術祭。
　今回は、「THE�TANUKI‐たぬき・狸・タヌキ‐」に取り組んでいる制作者を紹介します。

▲信楽で陶芸の技術を学んでいる
　インドネシア出身のリンダさん

※詳しくはホームページをご覧ください
　http://shigaraki-fes.com

▲作家の指導を受けながら原型を制作

信楽まちなか芸術祭
実行委員会事務局

問い合わせ

☎70-3304
　70-3141

インドネシアの文化との組み合わせに挑戦

若い感性でカラフルタヌキを制作
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信楽のバイオリニスト

藤
ふ じ

原
わ ら

 利
り

佳
か

さん

　信楽町にお住
まいの藤原さんは、

関西フィルハーモニー
管弦楽団の楽団員で、バ
イオリン奏者として活躍
されています。一方で、地
域でのボランティアコン
サートなどの活動にも

熱心に取り組まれて
います。

◆いつからバイオリンを始められたのですか？
　�　６歳の時に始めて、それからずっとバイオリン
と歩んできました。私は大阪出身で、結婚を機に
信楽に移ってきましたが、この楽器を通じて色々
な人と出会わせていただきました。

◆楽器が色々な出会いを作ったのですね？
　�　はい。関西フィルの一員として毎年あいこうか
市民ホールでニューイヤーコンサートを開催させ
ていただいていることにはじまり、今まで関わら
せていただいた方々と小さな演奏会を何度も開催
しています。バイオリンがなければ、こういうつ
ながりはなかっただろうなと思います。

◆演奏会の雰囲気はどんな様子ですか？
　�　演奏会は、主催者の方と私が一緒に企画して、
ギャラリーや個人宅といったアットホームな場所
で開いています。普段とは違い、目の前のすぐ近
いところで演奏を聴いていただけるので、皆さんも
私も暖かい雰囲気の中で演奏会を楽しんでいます。
　�　信楽図書館などで開催している演奏会も地域の
皆さんに恒例行事として親しまれてきました。これ
からも、色んな場所で、多くの方々に演奏を聴いて
いただき、音楽に親しむ文化がもっと地域に広がっ
ていけばいいなと思っています。

◀�市民ホール「BAカフェ」
　リニューアル記念の演奏

※８月４日（日）
14時からあいの土山
文化ホールにてコンサー
トが開かれます。藤原さん
の奏でる音色をぜひお楽し
みください。

問い合わせ
あいの土山文化ホール
�☎66-1602

区、消防団が水防技術の再点検　

日本の作法を、文化を学ぶ茶道体験　

宮町区水防訓練

フランス青年ホームステイ

　
「
土
の
う
づ
く
り
と
効
果
的
な
積
み
方
」

講
習
会
が
6
月
23
日
、
宮
町
会
館
周
辺
で

開
催
さ
れ
、
区
関
係
者
13
人
、
消
防
団
雲

井
分
団
の
団
員
31
名
が
参
加
し
、
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
の
技
術
を
再
点
検
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
宮
町
区
が
雲
井
地
域

の
消
防
団
と
協
働
し
て
実
施
、
河
川
増
水

時
の
水
防
や
火
災
時
の
水
利
確
保
の
た

め
、
土
の
う
の
正
し
い
作
り
方
や
運
用
方

法
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
、
信
楽
消
防
署

の
消
防
士
２
名
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
消
防
団
と
一
緒
に
土
の
う
を
作
る
際
の

土
の
量
や
、
口
の
縛
り
方
、
河
川
堤
防
へ

積
む
際
の
基
本
的
な
積
み
方
と
、
目
砂
の

突
き
か
た
め
等
を
学
ん
だ
区
関
係
者
は

「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

で
あ
い
の
時
な
ど
に
今
日
学
ん
だ
こ
と
を

地
元
で
共
有
し
た
い
」と
研
修
の
意
義
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
交
流
な
ど
を
目
的
に
市
内
に
約

一
か
月
滞
在
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
大

学
生
５
名
が
７
月
３
日
、
甲
賀
町
佐
山

で
茶
道
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
滞
在
事
業
は
、
夏
季
休
暇
を
利

用
し
て
行
わ
れ
る
日
本
企
業
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
の
前
に
、
地
域
の

中
で
文
化
や
言
語
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
東
京
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
主
催

し
て
い
る
も
の
で
、
市
内
で
は
甲
賀
国

際
交
流
音
楽
会
実
行
委
員
会
と
有
志
の

皆
さ
ん
が
実
施
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
作
法
の
持
つ
意
味
を

学
ぼ
う
と
日
本
語
で
一
生
懸
命
会
話
し

な
が
ら
、
初
め
て
の
動
作
に
も
積
極
的

に
挑
戦
し「
４
０
０
年
前
の
作
法
が
伝

わ
っ
て
い
て
、
僕
た
ち
が
経
験
で
き
る

の
は
す
ご
い
こ
と
」と
日
本
の
伝
統
文
化

に
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

▲区と消防団による土のう作り

▶
作
法
一
つ
ひ
と
つ
の
意
味
を
読
み
解
い
て

サイクリングで地域とふれあう
忍者の里甲賀ふれあいサイクリング

　
忍
者
の
里
甲
賀
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ

ン
グ
が
７
月
６
日
、
甲
賀
町
を
中
心
に

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
都
市
部
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
と
地
元
の
方
々
が
甲
賀
の
田

園
地
帯
や
土
山
の
茶
園
の
中
を
一
緒
に

走
り
、
地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と

を
目
的
に
、
大
久
保
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
が
主
催
し
ま
し
た
。

　
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
遠
方
か
ら
の
参

加
者
は「
空
気
が
き
れ
い
。
土
と
緑
の

匂
い
が
気
持
ち
い
い
。」と
約
25
㎞
の
道

の
り
を
大
原
ダ
ム
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
で
地
元
の
方
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
気
持
ち
よ
く
汗
を
か
い
て
走
り

終
え
、
お
昼
に
は
地
元
農
家
が
古
式
農

法
で
育
て
た
自
慢
の
お
米
で
お
腹
を
満

た
し
ま
し
た
。

▲大原ダム前の坂を駆けのぼる

初めて触れる生きた魚に
　　　　おっかなびっくり

親子さかなつかみ大会

　

４
回
シ
リ
ー
ズ
で
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ

甲
賀
市
エ
コ
ラ
イ
フ
講
座
の
第
２
回「
野
洲

川
自
然
教
室
」と「
親
子
さ
か
な
つ
か
み
大

会
」が
７
月
15
日
、
水
口
町
鹿
深
大
橋
近
く

の
野
洲
川
で
同
時
開
催
さ
れ
、
約
１
２
０

人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
生
き
た
魚
と
触
れ
合
う

体
験
を
通
し
て
、
野
洲
川
や
地
域
の
豊
か

な
自
然
を
見
直
し
て
ほ
し
い
と
野
洲
川
を

愛
す
る
会
が
毎
年
開
催
し
、
今
年
で
14
回

目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
日
放
た
れ
た
魚
は
、
ア
マ
ゴ
や
ニ

ジ
マ
ス
計
５
０
０
匹
。
初
め
て
生
き
た
魚

に
触
れ
る
子
ど
も
も
い
て
最
初
は
お
っ
か

な
び
っ
く
り
の
様
子
で
し
た
が
、
親
子
で
網
を
使
っ
た
り
、
川
の
端
に
追
い
詰
め

た
り
す
る
う
ち
に
次
第
に
夢
中
に
な
り
、
魚
つ
か
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲親子で夢中になった魚つかみ

女性消防隊がAEDの使い方を指南
希望ヶ丘小学校応急救護研修

　
消
防
団
女
性
消
防
隊
に
よ
る
A
E
D
を
使
っ
た
応
急
救
護
研
修
が
７
月
18
日
、

希
望
ヶ
丘
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
保
護
者
ら
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
同
校
P
T
A
厚
生
部
が
、
地
区
水
泳
な
ど
水
に
接
す
る
機
会
が

多
く
な
る
夏
休
み
に
、
い
ざ
と
い
う
時
保
護
者
が
冷
静
な
対
応
を
と
れ
る
よ
う
に

企
画
し
ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
A
E
D
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
心
肺
蘇
生
法
と

併
用
し
な
い
と
意
味
が
な
い
こ
と
、
適
切
に
応
急
救
護
を
実
施
し
て
も
一
刻
も
早

い
病
院
へ
の
搬
送
が
必
要

な
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
実
技
で
心
肺
蘇
生

法
を
体
験
し
た
保
護
者
は

「
と
て
も
一
人
で
は
対
応
で

き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

冷
静
に
協
力
者
を
募
ら
な

い
と
」と
研
修
に
よ
っ
て
意

識
を
改
め
て
い
ま
し
た
。

▲女性消防隊の指導で胸骨圧迫
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情報
の

まど
i n f o r m a t i o ni n f o r m a t i o n

里
山
の
水
辺
を
取
り
戻
そ
う
！

（
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
友

の
会
事
業
）

●
日
時
／
８
月
24
日（
土
）10
時
か
ら
15
時

●
場
所
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

●
内
容
／
ビ
オ
ト
ー
プ
生
き
物
の
採
集
・

観
察
と
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
駆
除

●
定
員
／
20
名
程
度　

●
参
加
費
／
無
料

●
申
込
方
法
／
参
加
者
全
員
の
お
名
前
・

連
絡
先
・
子
ど
も
は
年
齢
を
申
込
先
ま

で
●
申
込
締
切
／
８
月
22
日（
木
）

※�（
そ
の
他
）お
申
込
み
の
際
に
持
ち
物
等

の
詳
細
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

�

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に
な
り
ま

す
。

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２
／

６
３

－

０
４
６
６

催
し

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

「
平
和
を
願
う
パ
ネ
ル
展
」開
催

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
、
世
界
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、「
平

和
を
願
う
パ
ネ
ル
展
」を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
／
８
月
２
日（
金
）か
ら
９
日（
金
）

●
場
所
／
信
楽
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
時
間
／
10
時
か
ら
18
時

　
　
　
　
（
最
終
日
は
12
時
ま
で
）

●
休
館
日
／
５
日（
月
）・
６
日（
火
）

問
／
総
務
課

☎
６
５

－

０
６
６
３
／

６
３

－

４
５
６
１

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

ピ
ア
ノ
を
贈
ろ
う
コ
ン
サ
ー
ト
Vol.
４

　

地
元
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
と
ビ
ワ
コ

ジ
ャ
ズ
ク
ル
ー
の
出
演

●
日
時
／
８
月
18
日（
日
）16
時
開
演

●
会
場
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

●
内
容
／
第
１
部　

　
　
　
　
　

�「
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
も
う
！
」

　
　
　
　

第
２
部

　
　
　
　
　

�「
懐
か
し
い
日
本
の
う
た
」

　
　
　
　

①
み
ん
な
で
歌
お
う

　
　
　
　

②�

音
楽
劇「
や
ま
ん
ば
の
に
し

き
」

●
入
場
料
／
前
売　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日　

１
，２
０
０
円

問
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
６
２

－

２
６
２
６
／

６
２

－

２
６
２
５

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

夏
休
み
８
月　

ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

●
開
催
日
・
内
容
／

・
10
日（
土
）「
竹
て
っ
ぽ
う
づ
く
り
」

・
11
日（
日
）「
化
石
レ
プ
リ
カ
」

・
18
日（
日
）「
木
の
葉
ラ
ミ
ネ
ー
ト
図

鑑
づ
く
り
」

・
25
日（
日
）「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」

●
時
間
／
14
時
か
ら
約
１
時
間

●
場
所
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

●
対
象
／
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員
／
各
行
事
15
～
20
名

●
参
加
費
／
各
行
事
２
０
０
円
以
内（
自

然
館
入
館
料
が
別
に
必
要
）

●
申
込
方
法
／
参
加
者
全
員
の
お
名
前
・

連
絡
先
・
子
ど
も
は
年
齢
を
申
込
先
ま

で（「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」は
申
込
不
要
）

●
申
込
締
切
／
開
催
日
の
前
日
ま
で（
先

着
順
）

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２
／

６
３

－

０
４
６
６

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

＆
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
コ
ン

サ
ー
ト
開
催

●
日
時
／
８
月
４
日（
日
）18
時
30
分
か
ら

●
場
所
／
碧
水
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

●
内
容
／
・
廃
食
油
を
再
利
用
し
た
エ
コ

キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り

・
「
ワ
ラ
イ
ナ
キ
」に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

●
参
加
費
／
無
料

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
９
１
／

６
３

－

４
５
８
２

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

甲
南
公
民
館
く
ら
し
と
ま
ち
づ

く
り
講
座
受
講
生
募
集

◎
気
に
な
る
メ
タ
ボ
を
予
防

　
「
知
っ
て
納
得　

健
康
講
座
」

　

元
気
に
長
生
き
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て

知
ろ
う
。

●
日
時
／
８
月
24
日（
土
）10
時
か
ら
11
時

30
分

●
場
所
／
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

●
内
容
／
講
義『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
っ
て
何
？
？
』

体
験『
誰
に
で
も
で
き
る
!!
簡
単
!!
１
・

２
体
操
』

●
対
象
／
甲
賀
市
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

18
歳
以
上
の
方　

先
着
30
名

●
受
講
料
／
無
料

●
申
込
締
切
／
８
月
21
日（
水
）

●
申
込
方
法
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

◎「
秋
の
ア
ロ
マ
教
室
」

季
節
に
応
じ
た
ア
ロ
マ
を
活
用
し
、
心
と

身
体
の
健
康
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
８
月
31
日（
土
）10
時
か
ら
12
時

●
場
所
／
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

●
内
容
／
お
風
呂
で
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方

法
・
色
々
な
香
り
と
色
の
バ
ス
ボ
ム（
入

浴
剤
）を
３
個
作
り
ま
す
。

●
対
象
／
甲
賀
市
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

18
歳
以
上
の
方　

先
着
20
名

●
受
講
料
／
１
，７
０
０
円（
材
料
代
1
，

5
0
0
円
＋
受
講
料
2
0
0
円
）

●
申
込
締
切
／
８
月
21
日（
水
）

●
申
込
方
法
／
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
受
講
料

を
添
え
て
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ

ラ
）に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
チ
ラ
シ
設
置
場
所
／
各
中
央
公
民
館
・

甲
南
地
域
の
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・

社
会
教
育
課

●
そ
の
他
／
必
ず
チ
ラ
シ
に
て
詳
細
を
ご

確
認
の
上
、
お
申
込
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
甲
南
公
民
館

☎
８
６

－

３
０
３
６
／

８
６

－

８
１
１
９

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

多
羅
尾
の
寺
小
屋

「
多
羅
尾
再
発
見
」と
題
し
て
昨
年
に
引
き

続
き
多
羅
尾
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

●
日
時
／
９
月
１
日（
日
）９
時
か
ら
12
時

●
場
所
／
多
羅
尾
公
民
館
～
御
斎
峠（
御

斎
の
杜
）※
4
か
所
経
由

●
内
容
／
多
羅
尾
の
歴
史
に
つ
い
て

●
対
象
／
市
内
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方
先
着
20
名（
参
加
無
料
）

※
多
羅
尾
公
民
館
に
現
地
集
合
で
き
る
方

●
申
し
込
み
期
間
／
８
月
９
日（
金
）か
ら

23
日（
金
）

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話
F
a
x
に
て

問
・
申
／
信
楽
中
央
公
民
館

☎
８
２

－

８
０
７
５
／

８
２

－

２
４
６
３

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

夜
空
旅
人　

天
体
観
望
会

「
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
み
よ
う
」

●
日
時
／
８
月
10
日（
土
）

　

19
時
30
分
か
ら
21
時
30
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
夏
の
星
座
の
観
望
な
ど

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で

●
申
込
締
切
／
８
月
９
日（
金
）先
着
40
名

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８

－
４
１
０
０
／

８
８

－

５
０
５
５

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

忍
の
里
・
プ
ラ
ラ「
小
忍
に
ん
寄

席
＋
大
忍
に
ん
寄
席
」

●
日
時
／
８
月
28
日（
水
）

　

18
時
30
分
開
演（
18
時　

開
場
）

●
会
場
／
忍
の
里
・
プ
ラ
ラ

●
出
演
／「
夏
休
み
落
語
体
験
教
室
」参
加

者
の
発
表
と

　

上
方
落
語
協
会
：
桂　

小
枝
・
桂　

坊

枝
、
笑
福
亭　

生
寿
、
三
味
線
：
は
や

し
や　

香
穂

●
入
場
料
／
前
売
り
一
般
２
，０
０
０
円

　

65
才
以
上
、
18
歳
未
満
１
，５
０
０
円

　

小
学
生
未
満
は
、
入
場
を
ご
遠
慮
願
い

ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
／
忍
の
里
・
プ
ラ
ラ
、

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
、
あ
い
の
土

山
文
化
ホ
ー
ル

問
／
忍
の
里
・
プ
ラ
ラ

☎
８
６

－

１
０
４
６
／

８
６

－

８
１
１
９

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

甲
賀
市
戦
没
者
追
悼
式

●
日
時
／
８
月
25
日（
日
）

　
　
　
　

14
時
開
会（
１
時
30
分
受
付
）

●
場
所
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

●
内
容
／
国
歌
斉
唱
・
黙
祷
・
慰
霊
の
こ
と

ば
・
追
悼
の
辞
・
献
花
・
作
文
朗
読

●
受
付
／
当
日
会
場
で
受
付

問
・
申
／
社
会
福
祉
課

☎
６
５

－

０
７
０
０
／

６
３

－

４
０
８
５

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

甲
賀
シ
ル
バ
ー
大
学
写
真
ク
ラ
ブ
作
品
展

●
日
時
／
８
月
12
日（
月
）か
ら
28
日（
水
）

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分（
平
日
の
み
）

※
最
終
日
は
15
時
ま
で

●
場
所
／
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

ロ
ビ
ー

問
・
申
／
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
６
６

－

１
１
０
１
／

６
６

－

１
５
６
４

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）成
人

式
実
行
委
員
募
集

●
内
容
／
成
人
式（
平
成
26
年
１
月
開
催
）

の
企
画
・
運
営

●
募
集
対
象
／
平
成
5
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
6
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
月
に

１
回
程
度
行
う
実
行
委
員
会
お
よ
び
リ

ハ
ー
サ
ル
・
式
当
日
に
出
席
で
き
る
方

●
募
集
人
数
／
15
名
程
度

●
募
集
期
間
／
８
月
16
日（
金
）ま
で

問
・
申
／
社
会
教
育
課　

青
少
年
育
成
係

☎
８
６

－

８
０
２
２
／

８
６

－

８
３
８
０

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

滋
賀
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
募
集

●
応
募
資
格
／
県
内
に
居
住
、
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
方　

●
課
題
／
自
由

募
集

日 事業・大会名簿
2（金） 強化練習会（中学生野球）

３（土）・４（日） 近畿クラブ交流会（成人野球）
5（月）～10（土） 第62回近畿中学校総合体育大会軟式野球の部
11（日） 甲賀市シニアリーグ（シニア野球）

18（日）～20（火） 滋賀県知事杯第24回日本少年野球滋賀県大会
（中学生）

24（土）・25（日）・31（土）第7回甲賀市長杯軟式野球交流大会（小学生）

日 事業・大会名等
3（土） 県秋季大会予選グラウンド・ゴルフ大会（成人）

3（土）・４（日） サマーフェスティバル（成人サッカー）
4（日） BIWAKOフェスタ（中学生サッカー）

13（火）～16（金） 水口サマーサッカー研修大会（高校・大学生）
18（日） 甲賀市民球技大会サッカーの部（成人）

24（土）・31（土） 甲賀市U-12リーグ（小学生サッカー）

日 事業・大会名等
3（土）・11（日）・
17（土）・24（土）

甲賀市陸協・マスターズ交流練習会
（成人陸上）

18（日） 第2回甲賀市陸協記録会（一般陸上）
25（日） FAカップ（天皇杯予選）決勝（成人サッカー）

水口スポーツの森へ行こう�８月の催し

●年間予約に供しない一般利用者のための確保日（11月分）のお知らせ
○野球場（市民スタジアム）……11月４日（祝）　11月16日(土)
○多目的グラウンド……………�11月24日（日）
　11月分の利用申し込み締切日：８月27日（火）　
　※抽選日：９月１日（日）

甲賀市民スタジアム

多目的グラウンド

陸上競技場

平成25年8月1日 162013.8.117 　　　　2013.8.1 平成25年8月1日



●
規
格
／
７
２
．
８
㎝
×
５
１
．
５
㎝

　
　
　
　
（
Ｂ
２
版
）

●
応
募
期
限
／
９
月
５
日（
木
）17
時
必
着

問
・
提
出
先
／
滋
賀
県
統
計
協
会

☎
０
７
７

－

５
２
８

－

３
３
９
１

０
７
７

－

５
２
８

－

４
８
３
５

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

●
受
付
期
間
／
８
月
１
日（
木
）か
ら
15
日

（
木
）（
土
・
日
を
除
く
９
時
か
ら
17
時
）

●
使
用
開
始
日
／
９
月
１
日（
日
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場
／
12
区
画（
う
ち
軽

自
動
車
5
区
画
）

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場
／
身
体
障
が

い
者
用
1
区
画
）　

３
，０
０
０
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６
／

６
３

－

４
５
８
２

●
油
日
駅
前
駐
車
場（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）　

３
，０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
８
８

－

５
８
７
９

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

自
転
車　

１
，５
０
０
円
／
月

原
付　
　

１
，８
０
０
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
８
６

－

０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
、

13
時
～
14
時
、
18
時
30
分
～
20
時
30
分
）

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

●
日
時
／
８
月
7
日（
水
）13
時
30
分
～
16

時
30
分（
受
付
16
時
ま
で
）

●
場
所
／
水
口
納
税
協
会
3
階
会
議
室

●
定
員
／
予
約
制
で
先
着
6
名（
1
人
約

30
分
）※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－

１
１
５
１
／

６
３

－

０
１
７
３

相
談〈
8
月
〉

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に。
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります。

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

広報 広告主
募　集

・発行日の45日前までにお申し込みを
・掲載箇所　各月１日号「情報のまど」下部
・広告企画　縦45mm×横85mm（１枠）
・掲 載 料　１号１枠 25000円／月 ※長期割有
・発行部数　35100部 ※詳細は市ホームページまで
問・申/☎65-0675 ／ 63-4619

※
こ
の
枠
の
大
き
さ

　
が
1
枠
で
す

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

成
年
後
見
制
度
・
遺
言
・
相
続
に

関
す
る
無
料
相
談
会

●
日
時
／
８
月
10
日（
土
）

　

10
時
か
ら
13
時（
一
人
約
30
分
）

●
場
所
／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

※
要
予
約　

先
着
順
で
締
切

問
・
申
／
一
般
社
団
法
人　

コ
ス
モ
ス
成

年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
滋
賀
県
支
部

☎
６
０

－

８
７
６
９
／

８
６

－

６
０
９
５

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

信
楽
中
央
病
院
外
来
診
療
休
診

の
お
知
ら
せ

●
日
時
／
8
月
15
日（
木
）終
日

問
／
信
楽
中
央
病
院

☎
８
２

－

0
2
4
9
／

８
２

－

3
0
6
0

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

シ
ル
バ
ー
連
合
会　

シ
ニ
ア
対

象『
講
習
会
』

旅
館
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
技
能
講
習

●
日
時
／
8
月
26
日（
月
）
～
9
月
6
日

（
金
）土
日
除
く
10
日
間

●
申
込
締
切
／
8
月
9
日（
金
）必
着

●
対
象
者
／
55
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方

問
・
申
／
公
益
社
団
法
人　

滋
賀
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
0
7
7

－

5
2
5

－

4
1
2
8

0
7
7

－

5
2
7

－

9
4
9
0

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

甲
賀
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

精
神
保
健
相
談

　

最
近
疲
れ
や
す
い
、
食
べ
ら
れ
な
い
、

眠
れ
な
い
方
。
ま
た
、
精
神
疾
患
の
疑
い

の
あ
る
方
へ
専
門
医
師
や
保
健
師
に
よ
る

保
健
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
思

春
期
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族

の
方
の
み
の
相
談
で
も
結
構
で
す
。

　

予
約
制
の
た
め
、
必
ず
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

問
・
申
／
滋
賀
県
甲
賀
保
健
所

☎
６
３

－

６
１
４
８
／

６
３

－

６
１
４
２

（
平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
）

　

今
年
は
、
天
平
15
年（
西
暦
7
4
3
）

に
聖
武
天
皇
が
紫
香
楽
宮
で
大
仏
発
願

の
詔
を
発
し
て
か
ら
1
2
7
0
年
に
あ

た
り
ま
す
。

　

30
年
間
に
わ
た
る
発
掘
調
査
で
は
、

当
時
の
都
で
の
生
活
が
次
々
と
明
ら
か

に
な
る
と
と
も
に
、
長
い
年
月
を
経
て

も
私
た
ち
の
生
活
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、

市
の
施
設
を
飛
び
出
し
て
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

紫
香
楽
宮
の
出
土
品
の
展
示
に
併

せ
て
、
ひ
と
昔
前
ま
で
使
わ
れ
て
い

た
民
具
を
比
較
展
示
す
る
こ
と
で
、

1
2
0
0
年
の
刻
を
経
て
も
受
け
継
が

れ
る
日
常
生
活
を
、
私
た
ち
の
周
り
に

あ
る
生
活
用
具
と
比
較
し
な
が
ら
、
紫

香
楽
宮
や
甲
賀
の
歴
史
を
体
感
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

出
土
品
を
み
て
、
民
具
に
ふ
れ
て
、

現
代
の
生
活
に
密
着
し
て
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、
紫
香
楽
宮
や

甲
賀
の
歴
史
が
皆
さ
ん
の
身
近
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
こ
の
機
会
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

会
　
場　
ア
ル・プ
ラ
ザ
水
口
店　

　
　
　
　
中
央
イ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
２
階

開
催
日　
８
月
25
日（
日
）　　
　
　
　

　
　
　
　
10
時
か
ら
16
時

　
　
入
場
無
料・事
前
申
込
み
不
要

イベント内容

★�スタンプラリー＆展示物をみ
て、さわって体験コーナー

　※�体験者にはオリジナル缶バ
ッチをプレゼント

★なりきり紫香楽美人
　古代衣装（再現）を着てみよう

��　　　

　�写真撮影もＯK

★紫香楽宮ＰＲキャラクター発
表

　�　当日、新キャラクターを発
表します。名前を当日

　募集しますので、イベント会
場に是非お越しください。

歴
史
文
化
財
課

8
6
｜

８
０
２
６
／

８
６
｜

８
２
１
６

問
い
合
わ
せ

お
知
ら
せ

　 ◆ 広 告 欄　◆

61

紫
香
楽
宮
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト　

「
く
ら
べ
て　

た
い
け
ん　

　
　

紫
香
楽
宮
と
今
の
く
ら
し
」

平成25年8月1日 182013.8.119 　　　　2013.8.1 平成25年8月1日
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編
集
後
記

　
こ
の
時
期
、市
内
で
は

多
く
の
お
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
す
。▼
花
火
大
会
を

同
時
に
開
催
す
る
よ
う
な

大
き
な
も
の
か
ら
、字
で

代
々
守
り
継
が
れ
て
き
た

も
の
ま
で
様
々
で
す
。▼

私
は
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら

花
火
が
好
き
で
、昔
は
花

火
師
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
、

ど
ー
ん
と
遠
く
に
音
が
聞

こ
え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て

き
ま
す
。▼
今
年
は
全
国

伝
統
花
火
サ
ミ
ッ
ト
が
11

月
９
日
、水
口
町
で
開
催

さ
れ
ま
す
。８
月
の
花
火

シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
て
も

楽
し
み
が
尽
き
ま
せ
ん
。 

　
　
　
　
　
　  

　
　
つ
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●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,563

46,429

47,134

33,318

（-65）人

（-42）人

（-23）人

（+4）世帯
H25.6.30現在　（　）内は前月比

う
　
か
い

８月の延長窓口は
６日、13日、20日、27日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市
民センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発
行等を夜の７時まで延長しています。
※ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　
　　　☎65‐0683 　65‐6338茶道を通じて日本のわびさび文化を学ぶ （フランス人留学生・関連記事はP14）茶道を通じて日本のわびさび文化を学ぶ （フランス人留学生・関連記事はP14）茶道を通じて日本のわびさび文化を学ぶ （フランス人留学生・関連記事はP14）

忍者の里こうかで田舎体験―都市農村交流事業―…………………………2
市長ぐるっトーク（宮地区自治振興会、雲井自治振興会）………………5
後期集団がん検診申し込み受付開始…………………………………………6
お盆休みのし尿くみとりについて……………………………………………7

キラリ輝く地域の輪―朝宮自治振興会…………………… 8
甲賀湖南の慈善活動で活躍・国際ソロプチミスト甲賀…11
であいこうか―信楽のバイオリニスト・藤原利佳さん…15

ふじわら　 り　  か

「
み
ん
な
で
は
み
が
き
」

貴
生
川
小
学
校
１
年

鵜
飼
　
葵 

さ
ん

う
　
か
い

あ
お
い

「
ざ
り
が
に
を
つ
か
ん
だ
よ
」

甲
南
第
一
小
学
校
１
年

山
本
　
琉 

さ
ん

や
ま
も
と

り
ゅ
う

「
は
を
き
れ
い
に
!!

　
　
　
　
は
を
大
切
に
!!
」

佐
山
小
学
校
４
年

伊
東 

か
ん
な 

さ
ん

い
　 

と
う


